
三

訓
練
期
間

標
準
の
訓
練
期
間
は
、
指
導
力
習
得
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
一
年
と
し
、
実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
一
月
以
上
一
年
未
満
の
適
切
な
期
間
と
す
る
。

四

訓
練
時
間

１

標
準
の
総
訓
練
時
間
は
、
指
導
力
習
得
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
百
四
十
四
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
訓
練
の

教
科
ご
と
の
標
準
の
訓
練
時
間
は
、
次
の
表
の
訓
練
時
間
の
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２

実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
の
総
訓
練
時
間
は
、
百
四
十
時
間
以
上
と
す
る
。

五

設
備

１

指
導
力
習
得
コ
ー
ス
の
訓
練
の
教
科
ご
と
に
必
要
な
設
備
は
、
次
の
表
の
設
備
の
欄
に
定
め
る
と
お
り
と

し
、
実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
の
設
備
は
、
教
科
の
科
目
に
応
じ
当
該
科
目
の
訓
練
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

１
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
設
備
の
細
目
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

六

そ
の
他

指
導
力
習
得
コ
ー
ス
の
修
了
に
つ
い
て
は
、
特
定
応
用
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
す
る
こ
と
を
要
件
と

す
る
。

教
科
の
科
目

訓
練
時
間
（
単
位
は
時
間

と
す
る
。）

設

備

種

別

名

称

能
力
開
発
学
科

教
科
指
導
法

一
四
四

建
物
そ
の
他
の
工
作

物

大
教
室

教
室

能
力
開
発
支
援
法

視
聴
覚
教
室

機
械

視
聴
覚
機
器

そ
の
他

教
材
類

別
表
第
九
（
第
三
十
六
条
の
七
関
係
）

（
略
）

別
表
第
九
（
第
三
十
六
条
の
五
関
係
）

（
略
）

別
表
第
十
（
第
三
十
六
条
の
十
関
係
）

（
略
）

別
表
第
十
（
第
三
十
六
条
の
七
関
係
）

（
略
）

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
五
に
規
定
す
る
短
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成
訓
練
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
同
条
に
規
定
す
る
短
期
養
成
課
程
の
指
導

員
養
成
訓
練
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
規
則
第
三
十
六
条
の
六
の
二
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
に
係
る
短
期
養
成
課
程
と
み
な
す
。
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